
「まちだ男女平等フェスティパル」は、
「男女平等参画都市宣言」を記念して

毎年開催 されています。

第 18回まちだ男女平等フエステイパル 開催 :

輝 こう !一人ひとりがその人らしく

2018年 (平成 30年)2月 3日 (土 )・ 4日 (日 )

2月 3日 (土)9:45～ 12:00 3階ホール (定員 188名 )

オープニング

寺澤直樹さん、倉本洋子さんによる歌と詩の朗読

メ
f喜ぶlだっそbg置?'1‐響i至宝ャL>「 :

―ギヤンブルからネットt

アルコール、薬物まで一J

講師 :水澤 都加佐氏 さん

(アスクヒューマンケア取締役、

※前日祭・その他催し物多数あり

研修相談センター所長)

|☆申込み方法は…

1 1/H発行「男女平等推進 センターだより」をご覧ください。

ご来場をお待ち申し上げてお ります !
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<男女平等参画都市宣言>
わたしたちは、男女が平等で、

一人ひとりの人権を尊重し合い、

個性と能力を十分に発揮し、自立し

て生きる社会をめざします。

21世紀を迎え、町田市は、職場 0

学校・地域・家庭をはじめ、社会の

あらゆる領域で、男女の真の平等

と真の参画を推進するためここに、
「男女平等参画都市」を宣言しま

す 。 (2001年 2月 1日 町田市)
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:嘔襲ッネマで時

1率疑硝軋
:キュ暑λ民量全L撃出 2011年
1(仏・英・ベルギー合作)90分
略30年の結婚生活を送つてきたヒロ

砲インが、60歳を目前に老後の生き

職 (米)116分
職ニューヨークに暮らす老人ハリー

1が、区画整理でアパートを追い出

職点で描く。

|キ梶 F肌 岬 110年
磯 (仏・独自ハンガリー)125分
亀1942年、フランス政府によつて行

L嘔 ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ 襄 鴨

ば率性悩を抑 J_,電話番号:042-721-4842
☆女性のための身近な相談室として、電話による相談を受けています。

D∨やセクハラ、夫婦間問題など一人で悩まないで相談してみませんか。

相談時間…月・ 火 0本・ 金 0土曜日 9:30～ 16:∞

水 (第 3水曜日を除<)13:00-20∞
(日・ 祝日、年末年始はお休みです)

☆女性弁護士が担当します。

相談日 :毎月第 2・ 第4 木曜日 14∞～16:∞

※祝日の場合はお休みです。
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男女平等推進センタ‐情報紙

<開催された講座の報告>

宮台真司さん講演会「子育てつて誰のもの?」

当センターで 10月 に開催された宮台真司さん (首都大学東京教授・社会

学者・映画批評家)の講演会には、子育て中の方、高校生など計 40名の参

加がありました。講演内容の一部を要約 して報告します。

日本の社会 指標 と

若者の感情劣化

ユ■セフの調査に

よると、子 どもの経

済格差、再配分によ

る子 どもの貧困削減

率、経済階層による

学力格差、若者の自殺率など全てが先進国の中で

下位 (悪い方)に位置 している。これらデータから

見ると、日本の社会指標はボロボロ。しかし、それ

に気づかない学生たち。他人の苦しみに共感する

力が弱い。「若者の感情の劣化」が起きている。

その原因は家族にある?

学生たちに「両親は愛し合つているか ?」 ‐と質

問すると、約半数が「愛 し合つていない」と答えた。

両親が愛 し合つていると答えた学生は性体験少な

く恋人がいる、愛 し合つていないと答えた学生は、

性体験は多いが恋人はいないという傾向があつた。

両親の愛ある関係が、子どもの性愛行動に影響を

与えている。

愛でなく金=損得で結びつく結婚

日本の男性は金がないと結婚できない。金のた

めに結婚 しがちな女性。年収の高い女性は結婚 し

ない傾向がある。損得で結婚 している。こうした

両親の「愛より金」という生き方が「正しさより損

得」という価値観 と結合 している。

損得で生きる親は子の自尊心を破壊 している

青少年研究所によると、日本は諸外国と比べ、

「親を尊敬 している」「家族生活に満足している」
「自分を価値ある人間だと思 う」と答える子ども

がいずれも極めて少ない。「愛より金、正 しさより

損得」とい う親を、子どもは尊敬できない。正 しく

生きることより損得=成績の良し悪 しで評価 され

る子に自尊感情が育たないのは当然。人は 「愛 と

正 しさで生きていけば幸せになれるのだ」と日本

の親はなぜ言えないのか。損得男と損得女では愛

し合えない。

家族の空洞化

両親が愛 し合えず損得で生きている家族は空洞

化 し、子どもにとつて楽 しくない。 どこの家族も

似たような感 じなので「愛に包まれた家族」とい

う願望はなく、若者の結婚 したいという内発性を

弱める。結果、結婚できない男女が増え、少子化が

増大。結婚できても損得家族を再生産していく。

めざすべき社会とは

良い社会とは人々が損得で動 く社会ではなく、

内発的な動機で行動する社会。制度や決まりがあ

るから従 うのではなく、人々が内側から湧き出る

愛や正しさを求める心に従 う社会。今こそ損得を

乗 り越える力が必要。そのような地域、国をつく

ることが子育てにとつて何より大事b

子どもには「日から鱗」の体験をさせる

多くの人は異文化に触れると混乱し自己防衛の

ために否定しようとするが、それはつまらない生

き方だ。世界は多様であり、何が善で何が悪かわ

からない。子どもは勧善懲悪話より「どんでん返

し」のある物語が大好き。小さいうちから多面的

な価値観に触れる機会を与えてほしい。

※以上は、講演内容の一部の要約です。

(文責 運営委員会)
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